
発足年　昭和31年　　　現会長名　山 根 　 博

滝の下、叶木、駄床

師木野地区自治会連合会

下西氏、上西氏、下市、上市、下古宿、上古宿、二軒屋、鶯谷、下畑、東郷、高畑、鳴、大藤、火打岩、

　師木野地区は岩国市の南西部に位置し、錦川の支流である御庄川の上流にあたる山村地域である。地区
の総面積は31.1㎢で市内では北河内地区についで広いが、林野面積が85%以上を占め耕地面積が狭いので、
近郊の職場に勤めて生計を立てている人が多い。昭和30 年頃の人口は、ほぼ2,000 人を数えていたが、地
区を離れて就職する若い人が多く、現在は半数以下の800人を切るまでになった。
　地区内には欽明路道路（県道110 号線） とこれに沿って敷設されているJR 岩徳線が通り、岩国市街地や
玖珂、徳山方面への交通の便は良い。
　また、柱野小学校付近で欽明路道路とつながっている市道柱野9 号線は玖珂、周東方面から関戸（更に
平成17年度に関関バイパス開通予定） を経由して大竹、広島方面へ向かう車及び新幹線の新岩国駅と高速
道岩国インターへ向かう車の通行により、朝、夕は大変混雑する。
　師木野地区は明治22年の町村制施行により柱野村、六呂師村及び叶木村の3村が合併して、師木野村（3
村からそれぞれ1字を取り村名とした）となり、昭和30年に岩国市と合併して本年で50年を迎える。
　地区内には岩国市最高峰の高照寺山（645m）が高照寺山グリーンパークとして整備され、自然を満喫
しながら手軽に山登りが楽しめる。
　但し、高照寺グリーンパークへ六呂師又は叶木側から車で行く場合、道幅狭い箇所が多く、道路環境は
良くない。
　柱野小学校では、総合学習の時間で歌舞伎に取り組み、注目を集めている。
　本年度、同小学校は文部科学省の伝統芸能実践モデル事業の指定を受け、有名な歌舞伎役者を招いて指
導を受けた。
　歌舞伎は、9月の敬老会や10月の学校公開日に地域の住民に披露される。

小学生の歌舞伎

■歴代会長名
会長名不詳 S31～ 38・川崎　守 S39～ 40・高重芳生 S41～ 41・筑波道雄 S42～ 46・田屋高師 S47～ 
47・高重芳生 S48～48・筑波道雄 S49～53・山本　彌 S54～54・重岡　平 S55～55・倉重幹一 S56～ 
56・藤中謙一 S57～58・品田　靖 S59～61・高重芳生 S62～H1・藤中里美 H2～4・田中沙夫 H5～7・
藤中光雄 H8～14・藤中里美 H15～15・山根　博 H16～
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下西氏自治会
昭和31年　27世帯　　　山 根 　 博

られている。

伝えられている。

藤中光雄 H5～14・山根　博 H15～

上西氏自治会
昭和30年　23世帯　　　西 川 孝 志

古い書物によれば、

樫（か
たぎ）の木は切られ、通学路となっております。

　下西氏は師木野地区の北端に位置し、御庄地区と
接している。当地区は御庄川と市道柱野9 号線に沿っ
た帯状の山間の地域である。当地区と御庄地区との
境界には「思案橋」と命名された橋が御庄川に架け

　昔、玖珂方面から来た旅人が橋のたもとで、「渡ろ
うか渡るまいか」と「思案した橋」であったと言い

　即ち、渡れば道祖の峠越えで川西へ、渡らずにま

康俊 H2～ 2・平川和人 H3～ 3・市村征徳 H4～ 4・

　樫木淵（かたぎぶち）の昔と今、
淵の水は青々として底の深さが分からないくらいに
深かったとあります。現在の淵は土砂で埋まり、

　向側に見える鉄橋は旧山陽本線で昭和9 年ごろ開通
っすぐ行けば御庄で旧山陽道の本道に通じていたか
らである。
　また、当地区のほぼ中央にあたる山の麓には、お
客神社（おちゃく様） が祭られ、毎年10 月1 日に当屋
に当たっている人が、山のもの、海のものをお供え
し神主を招いて、奉納神儀を行う。
　当日は地区のめんめんも神社へお参りした後、夕
方から地区の集会場において飲食を共にしながら、
当屋から神儀の様子を聞いたり、地区の大事なこと
を決めたりして親睦を深めている。

■歴代会長名
山根　勇 S31～ 31・稲田　始 S32～ 32・藤中吾
一 S33～ 33・山本　彌 S34～ 34・末岡弥一 S35 
～ 35・平川朋徳 S36～ 36・錦見正人 S37～ 37・作
本源治 S38～ 39・西川桂四郎 S40～ 40・西川シズ
エ S41～ 41・野村　悟 S42～ 42・平川朋徳 S43～ 
43・藤中　清 S44～ 44・藤中吾一 S45～ 45・岩本
正義 S46～ 46・山根フミヨ S47～ 47・末岡フミヨ 
S48～ 48・末岡林次郎 S49～ 49・平川元徳 S50～ 
50・倉重ハツノ S51～ 51・竹本イサヨ S52～ 52・
末岡祐吉郎 S53～ 53・山本　彌 S54～ 54・村重好
春 S55～ 55・西本正人 S56～ 56・兼森　保 S57～ 
57・稲田博次 S58～ 58・末岡　勉 S59～ 59・中村
孝行 S60～ 60・作本　哲 S61～ 61・野村正昭 S62 
～ 62・村重　保 S63～ 63・大場　博 H1～ 1・平石

したといわれております。現在は岩徳線で、昭和20 
年の台風で流され柱野に駅が二つになりました。そ
れは現在の駅と玖珂側にできました。この淵は樫（か
たぎ） の木が多いので樫木淵と呼ばれるようになっ
たと伝えられています。
　夏はホタルが沢山おりまして昔から多くの見物客
が訪れております。昔のホタルは平家ボタルといい
まして、今のホタルは源氏ボタルです。昭和26 年ご
ろまでは平家ボタルで、それから源氏ボタルに変わ
りました。そのころは平家ボタルと源氏ボタルが入
り交じっておりましたが、現在は源氏ボタルです。
昭和40 年から50 年頃は沢山おりましたが、今はちら
ほらしかおりません。昔のように沢山のホタルが見
られる環境の良い樫木淵にしたいと思います。

■歴代会長名
西本　正 S30～ 30・田村　筆 S31～ 31・中村義夫 
S32～32 ・田村　筆 S33～33・兼森展雄 S34～34・
村重芳之函 S35～ 35・山本市雄 S36～ 36・田中沙
夫 S37～ 37・兼森　靖 S38～ 39・正鬼清子 S40～ 
40・兼森峰一 S41～ 42・西本正人 S43～ 43・兼森
　寛 S44～ 44・兼森恒夫 S45～ 45・村中小一 S46 
～ 46・中原郁夫 S47～ 47・田村　勉 S48～ 48・田
村威信 S49～ 49・浜重只夫 S50～ 50・西川孝志 
S51～51 ・西本　正 S52～52・山本照夫 S53～53・
田村　筆 S54～ 54・中村浅一 S55～ 55・中村義夫 

師木野

お客神社 樫淵より岩徳線を望む
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西川孝志 H10～

下市自治会
昭和30年　39世帯　　　三 吉 信 行

16・三吉信行 H17～

上市自治会

S56～56 ・兼森恒夫 S57～58・村重捨美 S59～59・
山本市雄 S60～ 60・兼森　靖 S61～ 61・正鬼勝義 
S62～ 62・光井　督 S63～ 63・田中沙夫 H1～ 9・

　柱野地区には西氏、下市、上市、古宿、一軒屋、
二軒屋など街道筋にふさわしい地名がついています。
下市にも、現在の下市集会場のあるところに本陣が

S46～46 ・納村　弘 S47～47・嶋田浩道 S48～48・
斎藤　勲 S49～ 49・渡辺主計 S50～ 50・坂根義男 
S51～52 ・倉谷　正 S53～53・野村美一 S54～54・
佐川春二 S55～ 55・江崎一雄 S56～ 56・野村美一 
S57～57 ・斎藤　勲 S58～58・田村　勇 S59～59・
渡辺主計 S60～ 60・森川昭一 S61～ 61・山下五夫 
S62～ 62・末岡森人 S63～ H15・嶋田浩道 H16～ 

あり、主に九州の大名が利用していたそうです。
　下市下側の小高い丘に石段を登って行くと五所神
社があります。明治43年に、各地区にあった5ヶ所の
神社のご神体を1 ヶ所にまとめて、五所神社として再
建されたそうです。五所神社では毎年、柱野5地区（西
氏、下市、上市、下古宿、上古宿）の神社の当番（大
総代） が輪番制でお祭りを行います。春祭りは、4月
の第一日曜日に境内で子供相撲が行われます。夏祭
りは、7月の第二日曜日に菅ぬけが行われます。境内
に茅を束ねて作った大きな輪（門ともいう） が当番
地区により用意されます。呪文をとなえながら輪を
くぐれば、これまでの苦労や災難がみんななくなり、
一年間健康に過ごせると言われています。秋祭りは、
10 月14 日に近い日曜日に村祭りとして行われます。
神楽も3 年に1 度奉納されます。私達が子供の頃（数
十年前） は、神楽も毎年行われ、露店も境内の周り
に出されて、大変にぎやかでした。最近は子供も少
なくなり、昔ほどのにぎやかさはないようです。

■歴代会長名
松浦俊生 S30～ 31・田村撰一 S32～ 32・岡本一男 
S33～33 ・末岡安夫 S34～34・岡本一男 S35～35・
田村撰一 S36～ 36・末岡安夫 S37～ 37・森川昭一 
S38～39 ・松浦俊生 S40～42・坂根義男 S43～43・
倉谷　正 S44～ 44・大崎　茂 S45～ 45・野村美一 

昭和35年　50世帯　　　越 　 美 雄

　柱野地域のほぼ中央に位置する上市地区には、出
張所、郵便局、駐在所、柱野小学校等の公共施設を
有する50世帯の自治会である。
　上市地区内を欽明路道路が開通してからは、岩国
方面、玖珂方面に行くのも大変便利になり、地区内
の道路沿いに給油所が2 箇所、コンビニエンスストア
ーも1 箇所出来て、車両の通行量も多く、静かな田園
地帯も様変わりした。過疎や少子高齢化に伴い、地
域の伝統行事が衰退しないよう柱野地域の他の自治
会とも協力しながら伝統行事や年中行事を守り続け
て行くとともに、これからも安全で住みやすい地区
を目指して行きたいと念じているところです。

■歴代会長名
山本祐助 S35～ 35・長和初次 S36～ 36・秋本　直 
S37～37 ・井下　潔 S38～39・田村正雄 S40～40・
筑波道雄 S41～ 46・岡田与助 S47～ 47・長井政弐 
S48～48 ・筑波道雄 S49～54・秋本哲雄 S55～56・
藤中謙士 S57～ 58・山本祐助 S59～ 60・名嶋庚一 
S61～61 ・山本洋治 S62～62・名倉義雄 S63～63・
田村義昭 H1～1・岡本　証 S2～3・秋本廣喜 H4～4・
長和　洋 H5～6・名嶋庚一 H7～8・長和忠良 H9～9・
名倉義雄 H10～ 10・田村直久 H11～ 14・大本輝男 
H15～15・井下忠雄 H16～16・越　美雄 H17～

五所神社 欽明路道路
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下古宿自治会
昭和30年　32世帯　　　藤 井 昌 展

のが現状である。

奉納したと言われている。

H11～11・藤井昌展 H12～

上古宿自治会
昭和30年　21世帯　　　倉 永 榮 三

　古宿地区は江戸時代官道に面しており、旅人の宿
場として柱野地区の中心であったとのことであるが、
度々の火災で中心が他地区に移り今ではその面影は
無い。現在は、世帯数も減少し高齢化も進んでいる

　下古宿地区には、「千体仏」が安置されている。こ
の仏像群は小さな木彫りの仏で、正徳5 年（1715）に
この地にあった禅宗「桂雲寺」に、静間彦右衛門が

澤博夫 H3～3・藤井昌展 H4～4・高木謙三 H5～5・
河口信三 H6～6・井澤博夫 H7～7・中林俊夫 H8～ 
8・市川澄夫 H9～9・勝重光夫 H10～10・藤井　弘 

　四方山に囲まれた柱野の谷、その上流域に位置す
るのが、上古宿自治会です。世帯数わずか21 戸余り
の小集落で、これといったP.R の目玉を紹介出来ない

　人々はこの仏像群の中から故人の顔に似た仏像を
選び、本堂に移して位牌と一緒に仏壇に供え、読経
供養をしていたということである。
　桂雲寺は昭和12 年（1937）に廃寺となり、その跡
に小さなお堂を建て安置されたが、度々の水害で流
出し現在は795 体に減っている。しかしこのようにま
とまっているものは珍しく、昭和53 年（1978）に岩
国市有形民俗文化財に指定された。
　現在では、年間100 人前後の人々が参拝に訪れてい
る。

■歴代会長名
山崎正一 S30～ 30・岡本正治 S31～ 31・市川千寿
夫 S32～ 32・岡本正治 S33～ 33・川上精一 S34～ 
34・井澤薩治 S35～ 35・木下透一 S36～ 36・野川
　悟 S37～ 39・岡本　収 S40～ 40・高木謙三 S41 
～ 41・山崎正一 S42～ 42・藤井　保 S43～ 43・西
村吾一 S44～ 44・市川義夫 S45～ 45・野川梅夫 
S46～46 ・弘中謙一 S47～47・岡本　太 S48～48・
野川スサヨ S49～ 49・井澤薩治 S50～ 50・中林勇
一 S51～ 51・岡本正治 S52～ 52・木下　定 S53～ 
53・木下政夫 S54～ 54・岩本　叶 S55～ 55・岡本
正治 S56～ 56・河口信三 S57～ 57・井澤博夫 S58 
～ 58・高木和男 S59～ 59・山崎　勉 S60～ 60・河
口信三 S61～ 61・井澤博夫 S62～ 62・高木　論 
S63～ 63・市川文生 H1～ 1・木下　定 H2～ 2・井

のが残念です。
　その昔は玖珂町野口に至る旧山陽路沿いの宿場と
して栄えた物語りも村の古老の伝え聞きで確かな物
証もない。当時の道しるべとなったであろう往還道
沿いの松の大木（往還松） の雄大な姿は、確かに記
憶の底にあるが、今やその根っ子もない。昭和初期、
岩徳線開通による欽明路トンネル（3.1km）工事で部
落人口も膨れ上がり活気に満ちた時期もあったと聞
く。時代が移ってマイカー時代と共に欽明路道路が
開通、玖珂・岩国への出入は便利となった。しかし
人口は依然低迷の一途である。少子高齢化の波は特
に顕著である。増えるのは、イノシシ・サルの出没
被害で、その内に部落人口を上回るのではと囁かれ
ている昨今である。

■歴代会長名
木下　猛 S30～ 31・西村　勇 S32～ 32・木下　猛 
S33～33 ・藏田悦一 S34～34・田村　素 S35～35・
西村　勇 S36～ 36・田村　素 S37～ 37・前川紀宗 
S38～41 ・前川喜一 S42～43・田村　素 S44～44・
倉永榮三 S45～ 46・前川長俊 S47～ 47・田村　素 
S48～51 ・倉永榮三 S52～53・井川松次 S54～56・
木下安夫 S57～ 58・田村　素 S59～ 59・国光　彰 
S60～60・田村親夫 S61～61・国光　彰 S62～63 ・
藤中里美 H1～16 ・倉永榮三 H17～ 

師木野

千体仏 上古宿地区風景
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二軒屋自治会
昭和33年　10世帯　　　山 近 芳 生

H15～15・谷本數夫 H16～16・山近芳生 H17～

鶯谷自治会
昭和55年　14世帯　　　松 本 岩 雄

然に囲まれた地域です。

　番人様は本当は違う場所に有りましたが、欽明路
バイパスが出来るので、今の場所に移転してこられ
たのです。番人様は毎月旧の12 日に部落の人が順番
で掃除をして、道の草を刈り、榊を立て替えて、太
鼓をたたいて拝んで、話をしてパンお菓子を配り帰
っています。年に一度は一軒屋の人達も色々な物を
買って持ち寄り、お祭りに参加し、出したものをみん
なで分けています。
　昔は、お祭りには子ども達が提灯を作り、道のへ

賀菊男 H13～ 13・小倉常夫 H14～ 14・川崎　守 

　鶯谷自治会は、欽明路道路沿い、玖珂地区よりの
山あいにあり、イノシシやタヌキ等が生存出来る自

　昭和55 年当時は7 戸でスタート、初会合での席で周
辺ではよく「うぐいす」の鳴く声が聞こえることで

りに飾り、お店も来て賑やかだったそうです。昔は
お餅をついてあげていたそうです。その当時は、子
ども達もお賽銭を持ってきてお菓子を分けてもらい
帰っていました。
　二軒屋も当時は七軒ありましたが、今では、出て
行かれた人もあり、入って来られた人もあり、四軒
が交代でやっています。若い人がいなくてこれから
はどうなることか分かりません。長く続く事を願う
ばかりです。

■歴代会長名
谷本玄一 S33～ 34・山本増一 S35～ 35・谷本寿夫 
S36～36 ・山本増一 S37～37・川崎　守 S38～40・
阪本忠雄 S41～ 41・藤原元義 S42～ 42・山本増一 
S43～43 ・竹中胡一 S44～44・山本増一 S45～45・
西川清一 S46～ 46・山近芳生 S47～ 47・川崎　守 
S48～48 ・谷本玄一 S49～49・阪本忠雄 S50～50・
竹中胡一 S51～ 51・川崎　守 S52～ 54・藤原元義 
S55～ 55・藤井チエ子 S56～ 56・川崎　守 S57～ 
57・谷本数夫 S58～ 58・山近芳生 S59～ 59・西川
秀憲 S60～ 60・阪本晴実 S61～ 61・竹中胡一 S62 
～ 62・阪本忠雄 S63～ 63・竹中数義 H1～ 1・藤井
チエ子 H2～2・斎藤芳行 H3～3・須賀菊男 H4～4・
小倉常夫 H5～5・川崎　守 H6～6・谷本数夫 H7～7・
山近芳生 H8～ 8・西川秀憲 H9～ 9・阪本晴実 H10 
～ 10・竹中胡一 H11～ 11・竹中数義 H12～ 12・須

番人様

50th Anniversary 

鶯谷として発足しました。現在は14 戸と自治会とし
ては小規模です。地区の共有として共同井戸を持っ
ており年1 回貯蔵タンクの清掃日の場で意見交換など
で親睦を図っております。
　この度、山崩れの恐れのある箇所があり、周辺山
林所有者の皆さんの了解を得て、近々急傾斜地崩壊
工事が予定されており、早く完成する事を望んでお
ります。

■歴代会長名
山中健四郎 S55～ 55・三宅康夫 S56～ 56・増田屋
悦生 S57～ 57・崎手忠一 S58～ 58・石丸武尚 S59 
～ 59・河本紀之 S60～ 60・河本邦雄 S61～ 61・藤
原義政 S62～ 62・山中健四郎 S63～ 63・三宅康夫 
H1～ 1・増田屋悦生 H2～ 2・崎手忠一 H3～ 3・石
丸武尚 H4～4・河本紀之 H5～5・河本邦雄 H6～6・
佐上武則 H7～7・松本岩雄 H8～8・上福　繁 H9～9・
大野直正 H10～ 10・三宅康夫 H11～ 11・増田屋悦
生 H12～12・崎手忠一 H13～13・石丸武尚 H14～ 
14・河本紀之 H15～ 15・河本邦雄 H16～ 16・松本
岩雄 H17～

鶯谷地区風景

下畑自治会
昭和30年　10世帯　　　重 村 治 幸

　下畑は六呂師の一番下流にあって「谷畑」とも言い、
ここで六呂師に注ぐ実無谷をはさんで、最初東、次
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下畑地区風景

いで西に主たる集落を形成した地区です。
　六呂師は昔、七畑と言い滝下、大藤、鳴、火打岩、
高畑、東郷、下畑で形成されていました。柱野の欽
明路バイパスから柱野4 号線を2.4km 進んでいくと、
左側に下畑地区があります。昔は、この下畑地区の
子どもたちも六呂師小学校に通っていましたが、今
は柱野小学校の校区になっています。
　下畑西の岡森の中には大歳様があります。天明の
初め、家内安全五穀豊穣を祈願して白崎八幡宮を歓
請しました。明治43 年には県からの神社整理で、白
崎八幡宮にお預けとなり氏子達は涙で送りましたが、
翌年ご帰還が叶い、太神楽を行って祝いました。昭
和57 年には氏子の申し合わせで、50年後の神殿新築
のために、岡の垣内山二反七畝に桧苗を植え付け、
造林下刈りを行いました。

■歴代会長名
村中昭三 S30～ 31・高重　泉 S32～ 32・村中昭三 
S33～33 ・高重芳生 S34～34・倉重幹一 S35～35・
高重　泉 S36～ 36・高重芳生 S37～ 37・勝重幸雄 
S38～38 ・高重　泉 S39～39・荒上仁助 S40～40・
高重芳生 S41～ 41・勝重幸雄 S42～ 42・重村　保 
S43～43 ・高重芳生 S44～46・村岡春三 S47～47・
高重芳生 S48～ 48・末岡英夫 S49～ 49・高重　
泉 S50～ 50・高重博史 S51～ 52・勝重幸雄 S53～ 
53・重村治幸 S54～ 54・倉重幹一 S55～ 57・村岡
春三 S58～ 60・高重芳生 S61～ H1・末岡英夫 H2 
～ 2・高重　泉 H3～ 3・重村治幸 H4～ 4・高重芳
生 H5～H10・重村治幸 H10～10・勝重昭美 H11～ 
11・村岡綾子 H12～ 12・末岡恒生 H13～ 13・高重
　泉 H14～14・高重芳生 H15～15・勝重昭美 H16 
～16・重村治幸 H17～

東郷自治会
昭和30年　5世帯　　　西 川 秀 範

　東郷地区の由来について、古い資料を参考に紹介

東郷地区風景

したいと思います。
　東郷は、東郷川に注ぐ上流側に3軒、下流側に2軒の、
計5 軒の小さな自治会です。5軒とも東南向きで、日
当たりが良いということで、東郷の由来があるそう
です。
　道路は狭く、完全に整備されているとはいえませ
んが、玖珂、藤生、通津、柱野へ抜けられる、中間
点に位置しています。
　しかし、近年の大型台風の影響で、狭く古い道路
が陥没、崩土によってたびたび通行出来なくなるの
が現状です。
　多少不便ではありますが、緑の多さ、空気のおい
しさは格別だと思われます。

■歴代会長名
末岡　誠 S30～ 32・西川輝雄 S33～ 34・末岡　誠 
S35～35 ・末岡弘一 S36～36・札岡義雄 S37～39・
西川輝雄 S40～ 40・末岡　誠 S41～ 42・末岡弘一 
S43～44 ・大田畩蔵 S45～45・末岡　誠 S46～46・
札岡義雄 S47～ 47・末岡シズ子 S48～ 49・西川輝
雄 S50～ 51・末岡　誠 S52～ 53・末岡弘一 S54～ 
55・札岡修三 S56～ 57・札岡義雄 S58～ 59・末岡
敏夫 S60～61 ・西川輝雄 S62～63 ・末岡弘一 H1～2 ・
札岡修三 H3～4・札岡久江 H5～6・末岡敏夫 H7～8・
西川秀範 H9～10・末岡弘一 H11～12・札岡アイコ 
H13～14・末岡敏夫 H15～16・西川秀範 H17～

高畑自治会
昭和30年　16世帯　　　難 波 忠 雄

　高畑部落の1km 程奥に、平家の落人が最初に隠れ住
んだ処といわれる斧郷部落が在ります。ここから六
呂師の七畑が拓かれたようです。
　玖珂郡誌に享保弐年の頃の七部落が載っておりま
す。高畑は（後畑） 又（川端） と在ります。神社は、
明神社・山の神・眼観音・首無地蔵・他に地蔵様・
中道に六地蔵があります。その頃は27～ 28軒程あり、
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高畑地区風景

子どもも多く2～3人が学校へ行く家もありましたが、
55 年頃から家も子どもも減り始め、今は過疎化・少
子化・高齢化・今又独居老人が増え寂しい限りです。
　しかし、10年程前に米兵のP・メイナードさんが永
住地として村に来られ、この春からは「陶芸家」の
三谷さんが空き家に引越して来られ17 戸となりました。
　彼が「陶芸家」として活躍出来る様、皆で盛り立
てて、当時の賑やかな村となるように、若い彼らに
期待したいものです。

■歴代会長名
森藤正悟 S30～ 32・村重泰利 S33～ 33・藤本介一 
S34～34 ・藤重　清 S35～35・岡崎　定 S36～36・
岡崎　一 S37～ 40・平木　博 S41～ 41・森藤正悟 
S42～42 ・白木陽之 S43～43・森重　巌 S44～44・
岡崎　一 S45～ 45・藤本　誠 S46～ 46・上村清美 
S47～47 ・平木恒夫 S48～48・藤上平一 S49～49・
稲垣龍成 S50～ 50・藤重　清 S51～ 51・上村清美 
S52～52 ・平木恒夫 S53～53・岡崎　一 S54～54・
大本武雄 S55～ 55・藤本　誠 S56～ 56・重国正則 
S57～57 ・高崎　敏 S58～58・藤本介一 S59～59・
木村ヒサ子 S60～ 60・白木陽之 S61～ 61・廣中春
生 S62～62・森重　巌 S63～63・藤本介一 H1～1・
井本秀雄 H2～2・難波忠雄 H3～3・稲垣龍成 H4～4・
飛田文賢 H5～ 5・上村清美 H6～ 6・平木恒夫 H7 
～7・岡崎　一 H8～8・大本武雄 H9～9・藤本　誠 
H10～ 10・メイナード・ポール H11～ 11・白木陽
之 H12～12・廣中春生 H13～13・森重　巌 H14～ 
14・藤本里美 H15～ 15・井本千恵子 H16～ 16・難
波忠雄 H17～

鳴自治会
昭和30年　7世帯　　　宮 谷 　 毅

　昔が懐かしい古里。五十年前は終戦後で二十年災
害と併せて物資も乏しく暮らしは楽ではなかったが、
人々は復興の意識に燃えて活き活きとした時世だった。
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旧六呂師小中学校

　現代は豊かな経済と平和な世相で不足を言っては
済まないが、農業は次第に廃れるし、田舎は人口が
減るし、山の産物はなくなるし、川の魚は少なくな
るし、大気汚染の勢力が自然の豊かさをなくした事
が何より寂しい。
「六呂師青年団歌」
周防灘を沖に見て 
山姿の清き六呂師の 
我等は青年熱血の 
青春の意気天をつく 
集う団員同士等は 
栄有る団の柱たり 

人知は開け世は進み
理論は豊みて世の人の
労働すたれ田は荒れぬ
我等は愛する我村の
中建となり炬と燃えて
やがて築かん理想郷

■歴代会長名
白木展也 S30～ 31・山本新一 S32～ 33・土井光夫 
S34～35 ・宮崎英雄 S36～36・山本　惺 S37～37・
土井　籌 S38～ 39・白木展也 S40～ 40・土井光夫 
S41～41 ・宮崎英雄 S42～42・山本　惺 S42～42・
白木展也 S43～ 43・土井光夫 S44～ 44・山本　惺 
S45～45 ・土井光夫 S46～47・山本　惺 S48～48・
白木展也 S49～ 49・宮谷　毅 S50～ 52・山本　惺 
S53～53 ・土井光夫 S54～55・白木展也 S56～56・
山本　惺 S57～ 57・土井光夫 S58～ 58・白木展也 
S59～59 ・土井光夫 S60～60・白木展也 S61～61・
山本　惺 S62～ 62・宮谷　毅 S63～ H1・山本　惺 
H2～ 2・土井光夫 H3～ 3・白木展也 H4～ 4・宮谷
　毅 H5～ 5・山本　惺 H6～ 6・土井光夫 H7～ 7・
山本　惺 H8～ 8・宮谷　毅 H9～ 9・土井　籌 H10 
～ 10・山本　惺 H11～ 11・土井　籌 H12～ 12・宮
谷　毅 H13～ 13・山本　惺 H14～ 14・土井　籌 
H15～16・宮谷　毅 H17～

大藤自治会
昭和32年　18世帯　　　藤 上 茂 生

大藤の金比羅様
　陰平側の山の頂上には、金比羅様があります。



火打岩自治会
昭和30年　3世帯　　　池 田 ハルミ

に近い。

息つく。

　火打岩は師木野地区の最南端に位置し、通津地区

　以前は10 世帯が住み、若い人もいて活気があった
が現在は3 軒の高齢者のみの世帯になった。他に、3
軒の空き家があり、以前住んでいた方が時々帰って
きて、農作業をしたり、植木の剪定などを行っている。
　この地区は、山間部にしては、比較的耕地が広く、
かつ割合平坦なところが多いので、稲作に適してい
る。写真を撮影した9 月上旬には米の収穫も終わり一

金比羅様

　このお宮は昭和28 年以前より少し高い現在の場所
へ移されました。今、地元では瓦の葺き替え等修復
作業の準備をしています。
　このお宮には古い鏡が納められています。これは
昔、下関の女性が献上したと伝えられています。
　金比羅様の昔話としてこんな事がありました。昔、
石州津和野に大火事がおこりました。その時に一番
高い炎の中に、どこからともなく五本骨の扇が舞い
こんできて火をおさえるようにぱっと消してしまい
ました。その扇をひろい上げて見ると「大藤村大権現」
と記してありました。
　この事があって話は遠くの方まで広がり、大藤の
金比羅様は一躍有名になりました。急にお参りが多
くなり、当時のおさい銭は「二日に三駄」ありと伝
えられております。この三駄というのは馬に背負わ
せて三鞍もあったという意味です。昔はとてもはや
った事がうかがえます。

■歴代会長名
大内文一 S32～ 33・前田義則 S34～ 35・藤木増男 
S36～36 ・寺岡数雄 S37～37・大内嫌一 S38～39・
高林義昭 S40～ 40・河村満穂 S41～ 41・大内文一 
S42～42 ・蔵田経男 S43～43・村岡文男 S44～44・
篠田博美 S45～ 45・寺岡数雄 S46～ 46・岡林洋二 
S47～47 ・村岡徳正 S48～48・高林豊三 S49～49・
篠田博美 S50～ 50・前田義則 S51～ 51・大内　悟 
S52～52 ・河村満穂 S53～53・蔵田政美 S54～54・
村岡文男 S55～ 55・高林義治 S56～ 56・寺岡数雄 
S57～57 ・野原　忠 S58～58・藤木増男 S59～59・
大内捷二 S60～ 60・大内　栄 S61～ 61・藤上成生 
S62～ 62・高林好子 S63～ 63・蔵田経男 H1～ 1・
大内秋義 H2～2・岡林洋二 H3～3・村岡　傳 H4～4・
高林豊美 H5～5・篠田博美 H6～6・前田義則 H7～7・
大内道弘 H8～ 8・河村満穂 H9～ 9・村岡文男 H10 
～ 10・高林義治 H11～ 11・寺岡博史 H12～ 12・野
原　忠 H13～ 13・藤木増男 H14～ 14・大内捷二 
H15～15・大内　榮 H16～16・藤上茂生 H17～

　火打岩の由来について、はっきりしないが以前こ
の近くに大きな石のとれる「おおばん」と言う岩場
があり、石臼を作っていたと聞いている。
　特に、火種用の火打ち石との関連については、定
かではない。

■歴代会長名
藤中　新 S30～ 30・山本　護 S31～ 31・山本　勝 
S32～33 ・藤中　新 S34～37・山本　勝 S38～38・
山本清士 S39～ 40・藤中　新 S41～ 41・山本　護 
S42～42 ・中本　博 S43～43・山本　勝 S44～44・
山本清士 S45～ 45・藤中　新 S46～ 46・山本　護 
S47～47 ・山本　勝 S48～48・山本清士 S49～49・
藤中　新 S50～ 50・山本　護 S51～ 51・山本　勝 
S52～52 ・山本清士 S53～53・藤中　新 S54～54・
山本芳子 S55～ 55・山本　勝 S56～ 56・山本清士 
S57～57 ・藤中　新 S58～58・山本芳子 S59～59・
山本　勝 S60～ 60・山本清士 S61～ 61・藤中　新 
S62～ 62・山本　勝 S63～ 63・山本清士 H1～ 1・
山本芳子 H2～2・山本フミ子 H3～4・山本芳子 H5 
～6・山本フミ子 H7～7・山本芳子 H8～8・山本フ
ミ子 H9～ 9・山本芳子 H10～ 10・山本フミ子 H11 
～ 11・山本芳子 H12～ 12・山本フミ子 H13～ 13・
池田ハルミ H14～ 14・山本芳子 H15～ 15・山本フ
ミ子 H16～16・池田ハルミ H17～

火打岩地区風景
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滝の下自治会
昭和33年　1世帯　　　山 際 アイコ

くるので、立ち話をすることがある。

使って石灰を製造していた。

　滝の下は師木野地区の南側の山間部に位置し、昭
和20 年の終戦の頃は14 ～ 15 軒の世帯が暮らしていた
が、会社や役所勤めに便利な他の地域への移住によ
って徐々に少なくなり、とうとう1世帯のみとなった。
　時々、以前住んでいた人が空き家の清掃に帰って

　この地区には、明治から昭和の初めの頃まで石灰
の原料となる石灰岩の山が数カ所あり、石灰かまを

師や叶木の農家の人に売られ、水田の肥料として大
　石灰は四貫目入り（15kg）の俵につめられて六呂

量に消費されていたと聞いている。

■歴代会長名
田屋高師 S33～ 34・村岡関一 S35～ 35・山際久生 
S36～ 36・田屋高師 S37～ 37・北原八十吉 S38～ 
39・村岡関一 S40～ 40・山際久生 S41～ 41・田屋
高師 S42～ 43・村岡関一 S44～ 45・田屋高師 S46 
～ 48・村岡関一 S49～ 49・田屋高師 S50～ 51・村
岡関一 S52～ 52・田屋高師 S53～ 53・山際久生 
S54～54 ・田屋高師 S55～56・山際久生 S57～58・
田屋高師 S59～ 59・迫田宗一 S60～ 60・山際久生 
S61～ 61・田屋高師 S62～ 62・迫田ナツ子 S63～ 
63・山際アイコ H1～

滝の下地区風景

叶木自治会
昭和31年　13世帯　　　西 村 憲 夫

　高照寺山、中腹標高350 メートルに位置する叶木地
区は昔から稲作農業を主体とした農家で構成されて
いる。昭和30 年玖珂郡師木野村から岩国市に合併し、
小学校があり、中学校は六呂師にあり、一時期は40 
数名の児童がここに学び、数十戸の農家が農地を耕
作し、夏は盆踊り・祭り、冬は正月行事が盛んに営
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叶木地区案内板

まれてきた。しかし、高度経済成長時代を経て現在
に至るまで、人々は他地区や市街地に流出し、人口
も激しく減少し、農地も荒廃して今では十数戸の農
家が残り、高齢化も伴って村の存続の危機に直面し
ている。
　今では小学校も廃校となり、高齢化の為農地の維
持管理も当面の問題となっている。
　現在、15ヘクタール位の土地が稲作地として利用
され、畑作も自給程度となっている。当面の問題は
猪出没である。作物を荒らし、経済的に損失を与え
る猪駆除を切実に願わないではおれない。一方林業
の方で当地は数十ヘクタールの山々に囲まれている。
　県道、市道、林道が通り隣の玖珂まで車で20 分位、
岩国市街地は35 分位で結ばれている。林業は、各個
私有林、共有林で植林された桧・杉・雑木とあるが、
まだ成長の半ばがほとんどである。
　こうした叶木地区に将来にわたって願いたいのは、
若者の後継と夢のある農業振興である。村全体とし
て活性化し、団結して明日を迎えたいというのが村
民の希望である。

■歴代会長名
岡田誉人 S31～ 31・重岡信幸 S32～ 32・兼重将門 
S33～33 ・岡田誉人 S34～34・重岡　平 S35～35・
重国武夫 S36～ 36・田坂　実 S37～ 37・藤田雅徳 
S38～39 ・重岡好治 S40～40・河岡　勲 S41～41・
倉重明登 S42～ 42・寺本　要 S43～ 43・西村憲夫 
S44～44 ・岡田誉人 S45～45・重田萬三 S46～46・
木村　董 S47～ 47・弘中頼恵 S48～ 48・重岡好治 
S49～49 ・河岡　勲 S50～50・藤田雅徳 S51～51・
重村三男 S52～ 52・岡田正三 S53～ 53・重岡　
平 S54～ 57・重岡好治 S58～ 58・河岡　勲 S59～ 
59・重村三男 S60～ 60・木村　董 S61～ 61・西村
憲夫 S62～H3・重岡　平 H4～4・西村憲夫 H5～9・
藤田雅徳 H10～ 10・重岡　平 H11～ 12・木村　董 
H13～14・西村憲夫 H15～



駄床自治会
昭和36年　2世帯　　　品 田 邦 夫

　駄床は師木野地区の西南側に位置し、玖珂町に近
い叶木地区の山村である。
　柱野地区の二軒屋から玖珂町へ通じる欽明路旧道
を登ると、峠付近で通津地区へ通じる林道・師木野
線に出会う。この林道を通津方面へしばらく行くと
流田という地点があり、この近辺が駄床である。
　この地区は明治22年の町村制施行前には、叶木村
と呼ばれていましたが昭和30年に岩国市と合併し、
岩国市大字叶木となった。

S38～38・品田　靖 S39～39・辻村　守 S40～45・
藤井康暁 S46～46・山本節次 S47～47・品田　靖 
S48～48・辻村　守 S49～49・山本節次 S50～50・
品田　靖 S51～51・辻村　守 S52～52・山本節次 
S53～53・品田　靖 S54～54・辻村　守 S55～55・
山本節次 S56～56・品田　靖 S57～H9・品田次子
H10～13・品田邦夫 H14～ 

　叶木村の由来は、山村で木材の供給が意のまま（叶
なう木）と言うことからだと伝えられており、木材
が重要な資源であったことがうかがえる。
　当地区も過疎化が進み2世帯のみとなりましたが、
緑に囲まれた自然環境でひっそりと暮らしています。

林道師木野線■歴代会長名
野崎俊一 S36～36・品田　靖 S37～37・野崎俊一 

万葉歌碑のこと
　　周防なる岩國山を越えむ日は　たむけよくせよあらきその道　*（山口忌寸若麻呂 作　天平2年6月）

　上記の万葉歌をご存じの方も多いと思われます。岩国の地名が歌われていて、その紹介などで引用される歌でもあ
ります。しかし、この歌碑が市内のどこにあるかをご存じの人は意外に少ないようです。この歌碑は柱野小学校に建
立されています。校門を入り玄関右手の石碑がそれです。平成8年に校舎が新築移転した際に旧校舎から現在の位置
に移転されたものです。
　建立のいきさつは、本校の開校80周年（昭和36年2月）の記念事業の一環として下畑自治会より寄贈を受けたもの
です。碑石と台石は地区内の渓谷から引き上げたものということです。碑文の揮毫は当時の岩国市長・土肥京一氏に
よるものです。
*天平時代：710年～794年。奈良時代の後期（平城京から平安遷都まで）聖武天皇の年号。中国の唐全盛期の大

陸文化を国家的規模で取り入れた頃。

西宇治（にしうじ）の茶
　その昔、一人の若者（神兵衛）が奉公かせぎのため、山城の国（今の京都府南部）宇治の里に出かけ、ある茶師の
家に住み込んだ。
　ところがこの若者はまじめな働き者であるうえに、心やさしく美男でもあったので、茶師の娘にくどかれ将来を契
る仲にまで進んだ。若者はこれを恐れてひそかに逃げ出してしまった。愛する若者の夜逃げを知った茶師の娘は、心
を鬼にして追いかけ、難波でついに捕らえて怨（うらみ）ごとの数々をのべ宇治に帰るように頼んだ。
　しかし若者の心は固く、身分の違いを気にして応じようともしないので、娘は若者と生涯を共にすべく決心して若
者のふるさとの西宇治（柱野）へと帰りを急いだ。
　ここで、二人の茶園を営むことにした。そのうちに娘の母親が娘恋しさのあまり旅に出て、二年間さまよい歩きこ
こに来て茶を乞うと、出されたこの茶の薫りが我家の秘伝なるを不審に思い、はじめて母子の名乗りをし、みんなで
茶業に励んだということである。

（岩国の民話と俚諺より）

アラカルト〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和〜昭和のの出来事〜出来事〜

〔 〕

師木野
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